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                                2025 年 3 月 18 日 

   株式会社ハルメク・エイジマーケティング 

 

 

 

 

 

 

女性誌販売部数 No.1（※1）雑誌「ハルメク」などのマーケティングやリサーチのコンサルティングを通

じて、50 代以上のインサイトを日々探求する、ハルメク 生きかた上手研究所は、50～79 歳のハルトモの

女性 521 人を対象に「住まい・暮らしに関する意識・実態調査」を WEB アンケートにて実施しました。  

（※1）日本 ABC 協会発行社レポート(2024 年 1 月～6 月) 

 

【調査背景】 

ハルメク 生きかた上手研究所は、シニアのインサイトについて調査・分析を行っています。今回は、

「住まい・暮らし」をテーマに、住まいやリフォームの満足度や将来への不安のほか、防犯対策も取り

上げました。昨今、在宅時に襲われるといった事件が広域で発生していることから、防犯対策への関心

が高まっているといわれています。防犯に関する意識と実態にも迫ります。 

 

【調査概要】 

調査方法：WEB アンケート  

調査対象・有効回答者数：50～79 歳の全国のハルトモ（ハルメクのモニター組織）の女性・521 名 

平均年齢 64.8 歳 

調査実施日：2025 年 1 月 22 日（水）～1 月 27 日（月）  

調査主体：株式会社ハルメク･エイジマーケティング  ハルメク 生きかた上手研究所 

 

※ 調査結果のパーセンテージは、小数点以下第 2 位を四捨五入したため、総数と内訳の合計が一致しない

ことがあります。 

※ 本リリース内容を掲載いただく際は、出典「ハルメク 生きかた上手研究所調べ」と明記をお願いいた

します。 

※ 調査主体の「ハルメク 生きかた上手研究所」所長への取材、コメント提供も可能です。 

 

【住まい・暮らしに関する意識・実態調査 2025】 

半数以上は将来の住まいに不安を抱える一方、約 75%は今の住まいに満足。 

リフォーム意向者の平均予算は 400 万円強。 

NEWS RELEASE 

【 調査結果のポイント 】 

 

 ■住まいの将来に「不安がある」が 55.3%で半数以上。一方で、今の住まいに「満足」は

75.3％で約４人に３人。 

 

■今後の居住意向（複数回答）をみると、「健康な間は今の住まいに住み続けたい」40.9％

と「死ぬまでずっと今の住まいに住み続けたい」39.2％が拮抗。 

 

■3 年以内にリフォームしたい人は１割弱。リフォーム予算回答者の平均額は 407.9 万円。 

 

■「防犯対策をしている」は 56.4％。防犯対策をしていない主な要因は、情報不足、費用、

楽観。 
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住まいの将来に「不安がある」が 55.3%で半数以上。 
一方で、今の住まいに「満足」は 75.3％で、「不安がある」を上回る。 

 

 住まいの将来に「不安がある」16.5%、「やや不安がある」38.8％で、合わせた将来不安ありは 55.3%。

一方で、今の住まいに「満足している」31.5％、「まあ満足している」43.8％で、合わせた現状満足は

75.3%となり、将来不安ありを上回る。 

 年代別でみると、年代が高いほど将来不安が少なく、現状満足が多い。とはいえ、70 代でも４割以上

が将来に不安ありとしている。 

 不安内容としては、家屋や排水管の老朽化、災害被害が上位にあがった。 

 なお、現住所での居住年数平均は 25.6 年*1、住まいの築年数平均は 28.9 年*2 である。 

（*1 n=518、*2 n=516 平均は「わからない」を除き、１年未満：１年、１～３年未満：２年、３～５年未満：４年、５～10 年未

満：7.5 年、10～20 年未満：15 年、20～30 年未満：25 年、30～50 年未満：40 年、50 年以上：50 年として算出） 
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今後の居住意向（複数回答）をみると、「健康な間は今の住まいに住み続けたい」40.9％と

「死ぬまでずっと今の住まいに住み続けたい」39.2％が拮抗。 
 

 今後の居住意向をみると、全体では、「健康な間は今の住まいに住み続けたい」と「死ぬまでずっと

今の住まいに住み続けたい」がともに約４割で拮抗している。 

 年代別にみると、「健康な間は今の住まいに住み続けたい」は、50 代前半～60 代後半へと年代があ

がるにつれて増える。「死ぬまでずっと今の住まいに住み続けたい」は年代が高いほど多くなり、70

代では 5 割を超える。 

 「高齢者向けの施設に入所したい」は全体では 14.2%。60 代で多く約 17％。 

 「シェアハウスに住むことも１つの選択肢だ」も全体では１割を超え 11.3％。シェアハウスに関する

自由回答をみると、50 代では「気の合う人と一緒に住みたい」、60 代以上では「一人で住むより安心」

といった意見が目立ち、年代によりイメージが異なることがうかがえた。 

 

今後の居住意向 (複数回答) (%)　年代別  50～79歳女性

( )内はｎ数
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＊埼玉県八潮市の道路陥没事故は2025年1月28日（火）発生。 アンケートは事故発生前の22日～27日に実施 
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■シェアハウスに住むことに肯定的な意見：自由回答抜粋 

＜気の合う人と一緒に住みたい＞ 

 男性、女性問わず、気の合う人とシェアハウスに住みたい（57 歳） 

 気の合う仲間とシェアハウスに住んで、ネットを活用して買い物や運動もして、介護的なものも

その頃にはロボットが進化して気を遣わずに効率よくなるべく自分で出来たらいいなと思う（57 歳） 

＜一人暮らしより良さそう、安心＞ 

 お一人様なので、将来的にはシェアハウスを終の棲家にしたい（63 歳） 

 シェアハウスは、適度な距離感と見守りが出来、良い住まい方だと思う（75 歳） 

 若い人だけではなく、シェアハウスが有ると一人暮らしには安心で良いなと思います（79 歳） 

 

3 年以内にリフォームしたい人は１割弱。リフォーム予算回答者の平均額は 407.9 万円。 

 今後のリフォーム意向をみると、「することが決まっている」は 2.5％、「3 年以内にはしたいと思っ

ている」が 6.1％で、合わせると 8.6％（45 人）。 

 上記に「いつかはしたい」も含めたリフォーム意向のある人に予算をきいたところ、回答者 94 人の

平均額は 407.9 万円であった。 

※なお、有効回答数 313 人の平均金融資産は 2,496 万円 

 年代別にみると、リフォーム意向率、意向者における予算平均額ともに 60 代が最も高い。住居設備

の老朽化に加え、自身の高齢化による生活の不便さも解消できるリフォームを望んでいる。（*予算平

均額に関しては、50 代および 70 代はｎ数が少ないため参考値） 

 
 

■住まいのリフォーム・メンテナンスに関する意見：自由回答抜粋 

肯定意見 否定（不安、大変などの）意見 

 お風呂をリフォームして鏡を無くしたら掃

除が楽になった（57 歳） 

 浴室のリフォームをした時に、浴槽と浴室

の自動洗浄機能をつけましたが、大正解で

した（60 歳） 

 寒暖と結露対策で窓も全てリフォームした

のでかなり快適に過ごせている。背伸びや

脚立を使わないといけない高所の収納は避

けて、キッチンの吊戸棚も廃止（62 歳）。 

 オール電化、オートロックにして､火事の心

配と鍵の紛失や忘れの心配が無くなった

（77 歳) 

 家のメンテナンスの業者の選定が大変。シニアとみ

て騙される（64 歳） 

 冬がとても寒い。寝室が 2 階なので、今後階段の昇

り降りが心配。子ども部屋も使っておらず、ほんとは

平屋で用は足りる。かといって莫大なリフォーム費

用をかけるのは無駄（なるべくここにいたいとは思

うが何年ここに住むことができるのか。施設入所と

なれば現金を持っている方がいい）（65 歳） 

 風呂場をリフォームしたりしているが、次々に手を

入れたいところが出てきて困る。フルリフォームし

たところで子供たちは住むつもりは全く無いし、介

護仕様も視野に入れないといけないし考えると不安

（67 歳） 
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「防犯対策をしている」は 56.4％。 

防犯対策をしていない主な要因は、情報不足、費用、楽観。 
 

 「防犯対策をしっかりしている」は 11.9%、「少ししている」は 44.5%で、合わせると 56.4％。 

 年代別にみると、年代が高いほど防犯対策実施率が高い。 

 全体の４割強は防犯対策をしていないが、その理由上位は、「どのような対策をしたらよいのかわか

らない」38.8%と「設備や設置に費用がかかる」33.0%で、情報不足や費用があがっている。「情報不

足」は年代差が少ないが、「費用」は年代が低いほど多い。 

 そのほか非実施の理由として、「住んでいるエリアで事件や犯罪が起きたことがない」「被害にあう可

能性は極めて少ないと思う」といった楽観理由もそれぞれ１割を超え、年代別では 70 代で多い。 

 

主な実施内容 (n=486) 

・就寝中は玄関や窓のカギを閉める 82.9% 

・家にいる時も玄関や窓のカギを閉める 67.9% 

・モニター付きのドアホンの設置 58.6% 
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【専門家の見解】 

ハルメク 生きかた上手研究所 所長 梅津 順江（うめづ ゆきえ） 

2016 年 3 月から現職。主に年間約 900 人のシニアを対象にインタビュー

や取材、ワークショップを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

■女性誌販売部数 No.1！ 50 代からの生きかた・暮らしかた応援雑誌「ハルメク」 

50 代からの女性が前向きに明るく生きるための価値ある情報をお届けしています。健康、料理、おしゃれ、

お金、著名人のインタビューなど、幅広い情報が満載です。 また、雑誌「ハルメク」の定期購読者には、本誌

とともに提供するカタログと、オンラインでの通信販売を行っています。販売している商材は、ファッション・

インナー・コスメ・美容・健康など多岐にわたり、独自のシンクタンクである「ハルメク 生きかた上手研究所」

を通じて利用者の声を徹底的に調査、反映した商品開発で、多くの女性から支持を得ています。 

 

■ハルメク 生きかた上手研究所のシニアリサーチデータは、「ハルメク シニアマーケティング LAB」

で掲載しています。 

「ハルメク シニアマーケティング LAB」は、ハルメク世代（シニア）を顧客とする企業にとって有益な情報

をお届けしている情報サイトです。ハルメクグループが提供する定期購読誌や通販等を通じて得たマーケティ

ングデータや記事、シンクタンク「ハルメク 生きかた上手研究所」の調査レポートなど豊富な情報が満載です。 

 

シニアの住まいの在り方や選択肢が多様化。「シェアハウス」もその一つ 

築年数 30 年弱の家に住む 50 代以上の半数以上が、住まいに「将来不安がある」と答えました。「家屋

や排水管の老朽化」「自然災害被害」という外的要因による不安だけではありません。①身体変化によっ

て影響が出てくる「階段の昇降や屋内移動」「ヒートショック」への不安、②引越しやリフォームを老後

資金の中でやりくりする金銭的な負担、③子供の巣立ちや独居などライフステージの変化によって生じる

「広すぎてメンテナンス・管理しきれない」問題、④「シニアの住居は狙われるのではないか」という防

犯面の心配など、複数の課題を抱えています。一方で、全体の 75.2％が「今の住まいに満足している」と

回答。50～60 代の 40.7％が「健康な間は今の住まいに住み続けたい」、70 代の 50.4％が「死ぬまでずっ

と今の住まいに住み続けたい」と現在の住まいへの居住意向が高い結果となりました。 

では、リフォーム意向率が高いかというと、そんな単純なことでもありません。「することが決まって

いる」「3 年以内にしたい」の合計は 8.6%と 1 割を切っています。「いつかはしたい」が 30.5%、「するつ

もりがない」が 60.8％でした。防犯対策に関しては、どうでしょうか。「しっかり対策」11.9%、「少し対

策」44.5%で、半数以上が玄関周りを中心に対策していましたが、未対策の 38.8%は防犯対策に関する知

識や情報が不足している様子が伺えました。 

さて。未来の住まいの在り方として、当該層に好意的に受け止められた新形態があります。それは「シ

ェアハウス」です。「シェアハウスに住むことも１つの選択肢だ」と回答した人が 11.3％。1 割を超えた

ことは見逃せません。「介護度の高くない高齢者がプライバシーを守りつつ共同で生活できるような空き

家の活用施設があるとよい」（60 歳）、「不動産会社はどんどん新築するよりも貸し手と借り手のニーズを

マッチする取り組みが必要」（66 歳）などの自由記述もありました。 

各人の生活価値観や課題が多様化する中、高齢者住宅にはリフォームや住み替えだけではない多くの選

択肢が求められています。住まいの基本価値である安心・安全に加えて、これからの自分に合う住まいを

探しています。50～70 代女性向けの住宅関連領域は「伸びしろだらけ」と言えるのではないでしょうか。 
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